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研究成果の概要： 
本研究課題の目的は、コーパス・データベースを利用して、言語における「反復」の用法と機
能について研究し、明らかにすることである。まず、脚韻という音韻的反復に基づく押韻俗語 
(rhyming slang)と呼ばれる表現を研究し、その成果を体系的にまとめた。さらに、同一語句の繰
り返しである語句反復についてテクストにおける実際の使用例に基づいてその用法と機能を考
察した。具体的には、（１）各ジャンルのテクストにおける語句反復の用法に関する特徴を抽出
し、その機能について考察した。（２）異なるジャンルのテクストにおける反復の用法の違いを
基にして、ジャンル間における語句反復の用法に関する示差的特徴について分析した。（３）英
語と日本語のテクストにおける語句反復の使用例とその機能の違いについて考察した。特に、
同じ意味内容を伝える翻訳等の複数のテクストの比較により、英語と日本語の言語間での語句
反復の用法と機能の違いを考察した。 
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１．研究開始当初の背景 
 本研究課題の研究代表者は、2001年度より
2004年度まで科学研究費補助金（基盤研究
(B)(2)）「コンピュータを利用した英語文体
論の通史的総合研究」（14100千円）の助成を、
研究代表者として受けた。上記研究において、
古英語から現代英語に至る英文テクストの通
史的総合的なデータベースを構築し、このデ

ータベースを利用することにより、研究代表
者および研究分担者4名はそれぞれの専門分
野で研究成果を挙げ、その研究成果は2005年5
月提出の540ページに及ぶ科学研究実績報告
書『コンピュータを利用した英語文体論の通
史的総合研究』としてまとめ出版している。
今回申請の研究課題は上記研究課題と密接に
関連し、これを発展させることをめざしてい
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る。以下に本研究課題と密接に関係する研究
経過・研究成果について具体的に述べる。 
(1)フィンランドのトゥルク大学英語科の研
究者との共同による英語論文集 Approaches 
to Style and Discourse in English (Risto 
Hiltunen・渡部眞一郎編. 大阪大学出版会. 
278p. 2004年3月)を本研究代表者がトゥルク
大学のヒルトゥネン教授とともに共同編集者
として出版した。 

  (2) 本研究課題の研究代表者は大阪大学言語
文化部・大学院言語文化研究科が主催する言
語文化共同プロジェクト『ことばと反復』
（2002年3月刊行）の研究代表者としてこれ
を編集した。本研究代表者は英語のロンドン
方言に見られる反復要素としての脚韻を用い
た修辞法である押韻俗語表現について自ら作
成したデータベースに基づいて、その表現の
特徴について論じた。さらに、これを発展さ
せて、2002度4月開催の英語コーパス学会にお
いて「押韻俗語の特徴」と題して、口頭発表
を行い、これをまとめた論文を2003年4月に日
本英語コーパス学会誌に発表した。フィンラ
ンドのトゥルク大学との共同編集による(1)
に記載の論文集において、同表現の研究をさ
らに発展させた英語論文を発表した。この修
辞法に関する本格的な研究は、従来存在して
いなかったので、先駆的な特色のある研究と
なったと考えられ、本研究課題に取り組む発
端となる研究でもある。 
 
(2)本研究課題の研究代表者は大阪大学言語
文化部・大学院言語文化研究科が主催する言
語文化共同プロジェクト『ことばと反復2』
（2004年5月刊行）の研究代表者としてこれ
を編集した。この研究をさらに発展させて
2004年5月27日より29日まで北欧デンマーク
のオーフス大学で開催された北欧英語学会の
第9回大会（3年ごとに開催される大会）にお
いて、"Repetition in English and Japanese 
Text: A Case Study of How the Proper Name 
Jesus is Repeated"と題し、福音書における
反復の用法とその機能について口頭発表を行
った。 
 
２．研究の目的 
 
 本研究課題の目的はコーパス・データベー
スを利用して、言語における「反復」の用法
と機能について研究することにある。具体的
には、音韻的レベルにおける反復要素である
脚韻に基づく押韻俗語表現ならびに同一語彙、
語句の繰り返しである語句反復についてテク
ストにおける実際の使用例に基づいて研究す
る。その際に利用するデータベースの主たる
ものは2001年度より2004年度まで交付された
科学研究費補助金の助成（（基盤研究(B)(2)）
「コンピュータを利用した英語文体論の通史

的総合研究」研究代表者、渡部眞一郎）によ
る研究によって構築した英語の音韻・語彙・
統語・意味を統合的に扱う英語文体論のため
に構築されたデータベースである。 
本研究課題の目的とする(1)音韻レベルの

反復の要素である脚韻に基づく押韻俗語表現
と(2)語彙・語句レベルにおける反復の研究に
ついて、以下に具体的に述べる。 
(1) 脚韻という反復の要素が言語表現に直
接的に反映している事例として押韻俗語 
(rhyming slang) と呼ばれる表現を取り上げ、
この表現について体系的な研究を行いたい。押
韻俗語表現とは 17-8 世紀頃にロンドンで生
まれ 19 世紀中頃から広く用いられるように
なった俗語表現で、この表現法は、現在でも
ロンドンのコックニーやオーストラリア、ニ
ュージーランドの方言に見られるが、この表
現はもはや地域限定的表現ではなく、近年、
各種メディアでも一般的に用いられるよう
になってきている。 
 この押韻俗語表現は地域的な単なる俗語
ではなく、ひとつの語彙表現体系あるいは修
辞法をなしていると言えるものである。近年、
聖書を押韻俗語表現で書き換えるという試
みがなされたり、英国の映画やテレビ番組で
は頻繁に押韻俗語表現が用いられている。し
かしながら、従来、押韻俗語表現の研究は辞
書的あるいは分類的なものしかなく、体系的
な研究はまだなされていない。研究者代表者
は過去3年に渡ってこの表現法について研究
を行い、3篇の論文を書き、その特徴につい
て論じてきた。この研究をさらに発展させて、
押韻俗語表現に関する体系的な研究をめざ
したい。(1) 音韻的反復である脚韻に基づく
押韻俗語表現については、海外の文献として
様々な辞書類が存在する。その代表として
Green, J. Cassell’s Rhyming Slang 
(Cassell & Co., London. 2000)や古くは
Hotten, J.C. The Slang Dictionary (Rownam 
and Little field, New Jersey. Reprint 
Edition, 1972. originally published in 
1859)やPartridge,E. Dictionary of Slang 
and Un-conventional English, Routledge & 
Kegan Paul, London. 1939)等がある。さら
に、インターネットのいくつかのサイトにお
いて同表現のリストが盛んに更新されてい
る。本研究課題において、押韻俗語表現の通
時的、共時的な研究が可能となるような電子
データベースを現在すでに研究者代表者に
よって一部作成済みのものをさらに大きな
規模のものとして、上記の辞書類に基づいて
作成する。さらに、種々のテクストに見られ
る同表現の使用例をこのデータベースに組
み込むことによって、特色のあるデータベー
スとしたい。このデータベースおよびテクス
トにおける実際の使用例に基づいて、押韻俗
語表現の用法について体系的にまとめる。 



 

 

(2) 種々のジャンルのテクスト（小説、随筆、
学術論文、新聞社説等）を取り上げ、これら
のテクストにおける語句反復の使用例を分
析することによって、その反復の用法と機能
を考察する。 
 まず、反復はテクストの主題を示す指標で
ある。テクストにおいて主題に関わる重要な
語句ほどより頻繁に反復される。言い換えれ
ば、一番頻度の高い語句はそのテクストの主
題と最も深く関わっている。当然のことなが
ら、その語句は文法で言うところの名詞、動
詞や形容詞の内容語であって、冠詞、前置詞、
接続詞のような機能語ではない。さらに、反
復には２種類あって、ひとつは同一の語句に
よって同じ内容が反復される同反復ともう
ひとつは異なる語句によって同じ内容が反
復される異反復である。この２種類の反復は
ジャンルによって、さらには言語文化の違い
によってその現れ方が異なる。すなわち、学
術論文のようにできるだけ表現上のあいま
い性を排除することを良しとするテクスト
では、同反復が一般的であるのに対して、随
筆などの文章では同反復は修辞的に良しと
されず異反復が一般的である。随筆に限らず
事実、事件を伝える新聞記事などでも同反復
ではなく異反復が使われることの方が多い。
ただし、言語文化的な違いによって、同反復
と異反復の用いられ方が違う。日本語の文章
ではジャンルの違いによる相違はあるもの
の、概ね同反復が好まれるのに対して、英語
の文章では、同反復をできるだけ避けようと
する傾向がある。この違いは、たとえば、同
反復が多いはずの学術論文においても言え
る。英米人の書く学術論文ではあいまい性が
残らない程度に異反復を使おうという意識
が働いているように思えるのに対して、日本
人の書く英語の学術論文では、同反復が際立
って多い。この点については、印象的感想で
はなく、データ分析により客観的に立証する
ことを目的とする。 
 各ジャンルのテクストにおける反復の
様々な使用例を分類整理することによって、
各ジャンルのテクストにおける語句反復の
用法に関する特徴を抽出し、その機能につい
て考察する。(ⅱ）異なるジャンルのテクス
トに見られる反復の用法の違いを基にして、
ジャンル間における語句反復の用法に関す
る示差的特徴、および反復の機能の違いにつ
いて分析する、さらに、（ⅲ）英語と日本語
のテクストにおける語句反復の使用例とそ
の機能の違いについて考察する、特に、同じ
意味内容を伝える複数のテクスト（オリジナ
ルテクストの英語翻訳テクストと日本語翻
訳テクスト）の比較により、英語と日本語の
言語間での語句反復の用法と機能の違いを
考察し、明らかにする。 
テクストは単なる文の集合ではなく、テクス

トを構成する様々な要素が有機的に結びつ
いて、なんらかのまとまり(coherence)を作
り出している。テクスト研究の枠組みを提供
する代表的な論文として、古くはHalliday 
M.A.K. and R.Hasan, Cohesion in English. 
（Longman, London 1976）の結束性の理論や、
テクストを特徴づける指標としての反復の重
要性を説く研究である比較的最近の Hoey, M. 
Patterns of Lexis in Text (Oxford 
University Press,Ox-ford. 1991)の反復の
理論が挙げられる。本研究課題では、Hoey
（1991）の反復理論の枠組みを利用して、テ
クストを特徴づける要素としての多様な反
復の用法と機能に焦点をあてる。たとえば、
代名詞や代動詞などの文法的手段による反
復、同一語の反復、類義語、上位概念語によ
る語句反復やテクストを構成する様々なレ
ベル（テーマ、エピソード、場面等）の反復
があり、これらがテクスト全体の連続性を作
り出している。このうち、本研究課題では、
同一語の繰り返しによる語句反復に関する
研究が中心となる。この語句反復研究の発端
となったのは、本研究者代表者が2004年5月に
開 催 さ れ た 北 欧 英 語 学 会 (Nordic 
Association for English Studies）主催の第
9回国際大会（デンマーク・オーフス大学）に
て“Repetition in English and Japanese 
Text: A Case Study of How the Proper Name 
Jesus is Repeated"と題した研究成果の口頭
発表を行ったことである。その口頭発表にお
いて、固有名詞Jesusの反復に着目して日本語
と英語のテクスト比較を行うことによって固
有名詞の反復の用法の違いを示し、その違い
がテクストの語りの性質の違いを映すもので
あることの論証を試みた。この研究は12種類
の英語翻訳3種類の日本語翻訳による聖書福
音書に基づいて研究者代表者が作成したデー
タベースに基づく研究であったが、上記大会
において大きな支持と関心を集めた。今回の
申請が承認されれば、語句反復に関する研究
をさらに進めて、これを発展させたい。国外
においても、本研究課題の目標とするテクス
トにおける語句反復の用法と機能に関する研
究は特色のある研究であり、この分野に貢献
するものとなると考えられる。 
 
３．研究の方法 
 
 本研究課題では、言語における「反復」の
用法と機能を研究する対象として、音韻レベ
ルにおける反復要素である脚韻に基づき成
立している押韻俗語表現、そして語彙・語句
に基づく語句反復を取り上げる。以下の研究
計画を立てる。 
 (1)各押韻俗語表現についてより詳細な文
法的情報、語源的情報を組み込み、同表現に
関するできるだけ多くの文献、辞書を収集す



 

 

ることにより押韻俗語表現のコーパス・デー
タベースの完成度を高めたい。もし本申請が
承認されれば、押韻俗語表現の発祥の地であ
る連合王国に赴いて本表現に関する情報を
収集したいと計画して実施した。 
 語句反復の研究については、以下の研究計
画を立てる。 
(2)反復の定義に関わる問題として、ジル・
ドゥルーズの『意味の論理学』(法政大学出
版局,1987)で対比された反復の二つの原型
であるプラトン的反復とニーチェ的反復に
ついて考察し、テクストにおける反復の用法
と機能を論じるうえでの理論的基盤となる
枠組みを考察する。また、ひとつの分析方法
として、Hoey, M. Patterns of Lexis in Text 
(Oxford University Press,Oxford.1991.)の
反復理論の枠組みで用いられている方法論
を採用したい。 
(3)テクストの主題を示す指標としての語句
反復であろう。一般的に言って、テクストの
主題を示す語句が最も頻繁に反復されると
考えられるが、語句反復の用いられ方は小説、
随筆、学術論文、広告文、新聞社説、演説等、
テクストのジャンルによってかなり異なる。
これらの異なるジャンルのテクストにおい
て語句反復の用法と機能がどのように違う
のかについて、多角的に分析する。 
(4)英語と日本語のテクストにおける語句反
復の使用例とその機能の違いについて着目
することによって、英語テクスト一般におけ
る語句反復の用法と機能について考察する。
具体的には、同じ意味内容を伝える複数のテ
クスト（オリジナルテクストの英語翻訳テク
ストと日本語翻訳テクスト、英語テクストと
その日本語翻訳、日本語テクストとその英語
翻訳等）の比較により、英語と日本語の言語
間での語句反復の用法の違いを調べ、その反
復の機能の違いについて考察し、明らかにす
る。 
 言語における反復の役割は幅広く、奥深い
テーマであり、上記の課題と研究方法は多岐
に渡る。2006 年度においては、上記の(1)か
ら(4)までの研究計画全体を念頭におきなが
ら、それぞれの課題に取り組んでいくための
準備を行う。さらに、個別的には、研究計画
の基盤となる上記(1)と(4)で述べた押韻俗
語表現と語句反復の両方のデータベースの
作成、とりわけ押韻俗語表現については、
様々なジャンルのテクストにおける使用例
の収集に努める。テクストにおける同表現の
実際の使用例については、今まで文献等はな
く、多岐に渡る情報を基にして、実際にテク
ストを丹念に読んでいく必要があるので、
2006年度のみならず本研究課題の3年間に渡
って行わなければならない。 
さらに、語句反復の研究に取り組むためには、
既存のコーパス・データベースのみでは充分

ではなく、既存のデータベースではあまり扱
われることのなかった英文テクスト資料と
しての学術論文等のジャンルのデータベー
スの作成が必要となるので、その作成を行う。
この作成したデータベースと既存のコーパ
ス・データベースを用いて、小説、随筆、学
術論文、新聞社説の各ジャンルのテクストに
おける反復の実際の使用例を収集し、ジャン
ル別に反復の使用例を分類し、その用法につ
いて考察、分類整理をする。 
 
４．研究成果 
 
 小説、随筆、学術論文、新聞社説といった
種々のジャンルのテクストを取り上げ、これ
らのテクストにおける語句反復の使用例を
分析することによって、その反復の用法と機
能を考察した。 
 2006 年度の研究実績としては、 
(1)各押韻俗語表現について、より詳細な文
法的情報、語源的情報を組み込み、同表現に
関するできるだけ多くの文献、辞書を収集す
ることにより押韻俗語表現のコーパス・デー
タベースの完成度を高めている。 
(2)語句反復のナラティヴ理論との関わりを
聖書の具体例を用いて論じた論文
“Repetition in English and Japanese Text:  
A case study of how the proper name Jesus 
is repeated"を刊行した。 
 2007 年度の研究実績としては 
2006 年度に決定した基本的枠組みに基づい
て、小説、随筆、学術論文、新聞記事等の異
なるジャンルのテクストにおける反復の用
法と機能について考察、分類整理を進めた。
その研究成果は北欧英語学会第十回（2007 年
5 月 24 日より 5月 28 までノルウェー 
のベルゲンにて開催）で口頭発表を行った。 
とりわけ、2007 年度では、テクストの主題を
示す指標としての語句反復の用いられ方に
ついて、小説、学術論文、新聞記事等、の異
なるジャンルのテクストにける語句反復の
用法と機能を多角的な分析を進めてきた。 
2008 年度の研究実績としては以下の通りで
ある。 
(1)2008年8月26日より10月1日までの間、
連合王国のロンドンにて現代口語英語の実
際について現地調査を行った。このフィール
ドワークにより、押韻俗語表現に関する体系
的な研究を完成させるための文献では得ら
れない資料を得られ、同表現の使用について
研究成果の幅を広げることができた。 
（2）小説、随筆、学術論文、新聞社説の各
ジャンルのテクストにおける反復の様々な
使用例を分類整理してきたが、この実績に基
づいて各ジャンルのテクストにおける語句
反復の用法に関する特徴を抽出し、その機能
について考察した。 



 

 

（3）異なるジャンルのテクストに見られる
反復の用法の違いを基にして、ジャンル間に
おける語句反復の用法に関する示差的特徴、
および反復の機能の違いについて分析した。
（4）英語と日本語のテクストにおける語句
反復の使用例とその機能の違いについて考
察した。特に、同じ意味内容を伝える複数の
テクスト（オリジナルテクストの英語翻訳テ
クストと日本語翻訳テクスト）の比較により、
英語と日本語の言語間での語句反復の用法
と機能の違いを考察した。 
 以下、具体的に研究成果を報告したい。 
渡部(2008)においては、二種類の反復、同反
復と異反復の機能と用法について論じた。ま
ず、同反復の機能のひとつがテクストの主題
の指標となることである点に注目して言語
学の学術論文をテクスト資料として、分析を
行った結果を示し、同反復と主題の関わりに
ついて論じた。 
 Watanabe(2008)において発表した研究内
容は、聖書の伝統的な英語訳と日本語訳の最
も顕著な違いのひとつとしマタイ、マルコ、
ヨハネ、ルカの４福音書における“Jesus"と
「イエス」という固有名詞の反復の頻度に違
いがあることを示した。同じ物語内容を伝え
ているという意味においては、イエスを対象
とする指示の総体反復はほぼ同等であるは
ずであるが、固有名詞の同反復に限れば日英
語訳では大きな違いがある。３種類の日本語
訳聖書のいずれにおいても４つの福音書に
おいて固有名詞「イエス」が 1400 回以上出
現するのに対して、欽定訳聖書をはじめとす
る伝統的な英語版聖書ではいずれも“Jesus"
の出現は 600回程度と日本語版聖書と比べて
半分以下の頻度である。このことは英語では
代名詞が多用されるのに対して日本語では
イエスを指示する代名詞を用いることがな
いという文法的な要因によるのみならず、先
に述べた言語文化的な要因が関与している、
さらには伝統的な英語版聖書の客観的なナ
レーターに対して日本語版聖書のナレータ
ーがイエスをナラティヴ理論で言うところ
の focalizerとしてイエスの視点から語って
いるという福音書のナラティヴのあり方が
日本語版と英語版では非常に異なっている
からではないかと考えられる。この聖書の例
が示すように同反復のあり方の相違は様々
な要因によるものである。 
 Watanabe(2009)では、異反復について論じ
ている。異反復に関しては、これは単なる修
辞的技巧とその効果というだけではなく、そ
れ以外の然るべき目的を実現するために用
いられる場合がある。たとえば、小説におけ
る主要な登場人物の名前は固有名詞、代名詞、
種々の普通名詞で表される異反復であるが、
この登場人物の様々な名前あるいは呼称
(appellations, naming)のあり方は物語のプ

ロットと密接に関わっている場合がある。チ
ャールズ・ディケンズの初期小説 Oliver 
Twist を例にとると、悪漢 Fagin の一味に
Nancy という売春婦と思しき女性がでてくる
が、この人物は物語の展開のうえで非常に重
要な役割を果たす。Nancy は Fagin の言いつ
けで、彼のもとを去った Oliver を連れ戻す
が、これを後悔し、自分のような身の舞に
Oliver をならせまいと決意し、Oliver を救
おうとして、結局犠牲となるあわれな人物で
ある。Oliver Twist では善と悪のせめぎあい
と善なるものの勝利がこの小説のひとつの
テーマであり、登場人物における善と悪の対
比は明確である。 Nancy が唯一悪の世界から
善の世界へと足を踏み入れた登場人物であ
り、善の勝利は Nancy の犠牲のうえに成立し
たとさえ言える。 
 さて、Nancy の呼称の異反復がどのように
物語と関係しているかというのが重要な点
である。Nancy は娼婦のときは“young lady"
という呼称で指示されるが、Oliver を Fagin
のもとに連れ戻すときには変装して“young 
woman"となり、悔い改めた後には“the girl"
という呼称で指示されている。つまり、Nancy
の呼称の推移は変装という中間段階を経て
Nancy の悪の世界から善の世界へ移る変化に
呼応している。これは、登場人物の呼称の変
化が物語の展開と深く結びついている典型
的な例であることを論証した。 
  異反復は同じ表現を繰り返さないための
修辞的な手段として捉えられていることが
多いが、小説などにみられる異反復は修辞的
なだけでなく、いろいろな効果を意図して用
いられていると考えられる。たとえば、
Oliver Twist のスリ一味のボスであるFagin
は物語のなかで Faginという固有名詞で指示
されるのが 306回であるのに対してそれより
も多い 311 回“the Jew"という語で指示され
る。Oliver Twist における“the Jew"という
表現は 5 度だけ Fagin 以外の人物、仲間の
Barnie や古着屋の男を指示するために用い
られているが、Fagin = the Jew という図式
は Oliver Twist では確立している。Fagin が
手下の若いスリたちから巻き上げたものを
大事に宝箱にしまい、それをひとりこっそり
見てほくそ笑んでいる狡猾な人物像がこの
“the Jew"の反復によって効果的に浮かび上
がってくる。それは、この反復によって「狡
猾なユダヤ人」の典型である高利貸しシャイ
ロックを読者に思い起こさせるからであろ
う。 
 Oliver Twistにおける最も印象深い人物で
ある Nancy の場合は、彼女を指示する表現が
物語の進展とともに推移する。下の図は
Nancyの 9章から15章までの物語の進行につ
れてどのように指示されたかをしめしてい
る。9章でNancyは初めて物語に登場するが、



 

 

その時は“a couple of young ladies"とい
う表現で“lady"という語で指示される。
Nancy が 13 章で再び登場したときも“the 
lady"と指示されている。その同じ章で Fagin
に命じられて“young woman"にみせかけるた
めの変装、頭には“a straw bonnet”ガウン
に白いエプロンをまとった服装で町にでか
けて Oliver を連れ戻すことになるのだが、
町にでた Nancy は“the agonized young 
woman"（13 章）とか“the young woman"（15
章）と指示される。   
 Nancyが首尾よくOliverを Faginのもとに
連れ戻した 16 章では、突如 Nancy は自分の
罪深い人生を嘆き、Oliver を悪の世界へ連れ
戻したことを後悔する。この 16 章から Nancy
を指示する語句が“the girl"となっていく。
19 章で Nancy を指示する“the young lady"
が 2 例見られるが、16 章から 46 章に至るま
で Nancy は常に“the girl"という語で指示
される。“the girl"という語句は小説全体
で 194 回頻出するが、16 章以降は Nancy を指
示する“the girl"が 182 回もあり、Nancy = 
“the girl"という図式が確立している。た
だし、唯一 39 章で一見するとひとつの例外
と思われる箇所、“Sikes is waiting for his 
young lady [Nancy]”があるが、これは Nancy
の相方の Sikes の意識のなかでは、Nancy は
まだ自分の女だと思っていることを示して
いると解釈するのが自然である。表 6 は 16
章から 46 章までの Nancy を指示する語句
"the girl"の頻度数を表したものである。 

 
図 1 Nancy を指示する語句の推移 

娼婦 Nancy  変装の Nancy 変身した Nancy 
 
 登場人物の指示のされ方の変化はその人
物のなんらかの変化を表すという意味で重
要な意味合いをもつことがある。まさに、こ
のことが Oliver Twist における Nancy の場
合にあてはまる。Nancy の指示語の推移と彼
女の変身は小説のテーマでもある「善の勝
利」に導くという意味で重要である。 
 Nancyは娼婦のときは“young lady"という
呼称で指示されるが、Oliver を Fagin のもと
に連れ戻すときには変装して“young woman"
となり、悔い改めた後には“the girl"とい
う呼称で指示されている。つまり、Nancy の
呼称の推移は変装という中間段階を経て
Nancy の悪の世界から善の世界へ移る変化に
呼応している。 
 これは、登場人物の指示語の変化（異反復）
が物語の展開と深く結びついている典型的
な例であると言えよう。 
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